
「
第
３
回
本
部
執
行

委
員
会
」
は
、
９
月
29

日
（
土
）
10
時
40
分
よ

り
本
部
１
階
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
中
濱
委
員
長
は
、

「
全
支
部
で
支
部
大
会

が
終
了
し
、
方
針
に
掲

げ
る
３
本
の
柱
を
中
心

に
質
疑
・
討
論
が
行
わ

れ
た
が
、
決
定
さ
れ
た

活
動
方
針
に
沿
っ
て
具

体
的
に
行
動
・
実
践
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

今
後
は
、
各
分
会
大
会

が
開
催
さ
れ
る
が
、
分

会
で
の
組
合
活
動
が
活

性
化
す
る
よ
う
各
支
部

で
も
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー

し
て
ほ
し
い
。

総
合
労
働
協
約
改
訂

交
渉
に
つ
い
て
、
半
休

制
度
の
適
用
範
囲
の
拡

大
は
各
支
部
か
ら
の
要

求
が
反
映
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
た
。
た
だ
、
半

休
制
度
を
取
得
で
き
る

勤
務
種
別
が
限
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
職
場
の

中
で
不
公
平
感
が
残
っ

て
お
り
、
次
年
度
に
向

け
て
解
決
す
る
課
題
も

残
っ
て
い
る
。
論
点
の

整
理
を
し
て
い
き
た
い
。

政
策
課
題
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
連
合
内
に
『
Ｊ
Ｒ

に
関
わ
る
中
長
期
政
策

課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
』
を
設
置
し
た
。
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
と
し
て
も
、

三
島
・
貨
物
Ｐ
Ｔ
等
に

参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の

経
営
自
立
に
向
け
た
政

策
課
題
解
決
に
向
け
、

取
り
組
み
を
強
化
す
る
」

と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
経
過
報
告

と
議
事
に
つ
い
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
団
交
）

・
平
成
24
年
度
「
総
合

労
働
協
約
改
訂
等
」

に
つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四

国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
）

（
支
部
大
会
）

・
高
知
、
本
社
、
自
動

車
、
愛
媛
、
香
川
、

徳
島
支
部

（
部
会
）

・
部
会
三
役
会
議

（
青
女
）

・
本
部
青
女
常
任
委
員

会
（
共
闘
）

・
第
10
回
グ
ル
ー
プ
賃

金
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

集
約
結
果
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
教
育
・
広
報
担
当
者

会
議

・
組
織
戦
略
会
議

・
中
長
期
政
策
課
題
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

発
足
会
議

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
定
期
総
会

・
青
年
・
女
性
委
員
会

定
期
総
会

・
組
織
・
財
政
検
討
委

員
会

・
私
傷
病
共
済
運
営
委

員
会

【
議
事
】

①
平
成
24
年
度
「
総
合

労
働
協
約
改
訂
」
の

交
渉
経
過
及
び
妥
結

承
認
に
つ
い
て

②
平
成
24
年
度
「
契
約

社
員
賃
金
引
き
上
げ
」

の
了
承
承
認
に
つ
い

て
③
平
成
24
年
度
「
年
末

手
当
」
要
求
の
基
本

的
な
考
え
方
に
つ
い

て
④
職
場
諸
問
題
の
集
約

に
つ
い
て

⑤
第
22
回
ゴ
ル
フ
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑥
第
１
回
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
の
開
催
に
つ

い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

・
分
会
大
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

・
第
17
回
Ｊ
Ｒ
連
合
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ

い
て

・
四
国
交
運
労
協
第
24

回
定
期
総
会
の
開
催

に
つ
い
て

・
支
部
書
記
の
採
用
に

つ
い
て

・
第
１
回
組
織
財
政
専

門
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
次
期
（
第
４
回
）
執

行
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

９
月
３
日
（
月
）
宇

多
津
町
の
「
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋
」

に
お
い
て
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
来
賓
方
々

の
出
席
の
も
と
、
自
動

車
支
部
第
29
回
定
期
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。大

会
は
13
時
か
ら
、

長
江
副
委
員
長
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
会
の
大
会
成

立
宣
言
の
後
、
議
長
に

徳
島
分
会
の
多
田
代
議

員
を
選
出
し
議
事
に
入
っ

た
。冒

頭
の
挨
拶
で
井
浦

委
員
長
は
、
安
全
・
安

定
・
安
心
輸
送
の
取
り

組
み
、
運
輸
収
入
の
確

保
、
労
働
環
境
の
改
善
、

青
年
女
性
組
合
員
も
含

め
た
組
織
の
充
実
・
強

化
等
に
つ
い
て
考
え
を

述
べ
た
後
、
来
賓
挨
拶

を
受
け
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報

告

、
平
成
24
年
度

の
活
動
方
針
案
と
予
算

案
が
提
起
さ
れ
質
疑
に

入
っ
た
。

質
疑
で
は
、
安
全
安

定
輸
送
の
確
立
、
今
後

の
バ
ス
事
業
の
あ
り
方
、

運
輸
収
入
の
確
保
、
賃

金
関
係
、
労
働
環
境
改

善
、
要
員
関
係
等
に
つ

い
て
質
問
や
意
見
が
あ

り
、
執
行
部
の
答
弁
の

後
、
全
体
の
拍
手
を
持
っ

て
採
択
さ
れ
た
。
最
後

に
井
浦
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く

く
り
、
大
会
は
成
功
裏

に
終
了
し
た
。

愛
媛
支
部
第
27
回
定

期
大
会
は
、
９
月
８
日

（
土
）
松
山
市
の
「
東

京
第
一
ホ
テ
ル
松
山
」

に
お
い
て
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
来
賓
方
々

の
出
席
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
か
ら
、

角
野
執
行
委
員
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
資
格
審
査

委
員
会
よ
り
大
会
成
立

宣
言
が
行
わ
れ
、
議
長

に
は
愛
媛
電
気
分
会
の

織
田
原
代
議
員
が
選
出

さ
れ
、
円
滑
な
議
事
進

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

総
合
労
働
協
約
改
訂

交
渉
は
、
８
月
31
日
の

第
１
回
目
及
び
９
月
11

日
の
第
２
回
目
交
渉
に

お
い
て
組
合
側
の
主
張

を
強
く
訴
え
、
９
月
21

日
に
最
終
交
渉
を
行
っ

た
。今

回
の
交
渉
で
は
、

要
求
項
目
の
う
ち
『
半

日
単
位
の
年
次
有
給
休

暇
制
度
の
適
用
範
囲
を

拡
大
』
『
永
年
勤
続
者

に
対

す

る

休
暇

制

度

（
保
存
休
暇
）
を
新
設
』

『
中
型
・
大
型
自
動
車

運
転
免
許
の
取
得
に
係

る
経
費
等
を
負
担
』
の

３
項
目
に
お
い
て
成
果

を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
た
。

組
合
は
、
「
半
日
単

位
の
年
次
有
給
休
暇
制

度
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
か
ら
強
い
要
望

が
あ
っ
た
項
目
で
あ
り
、

組
合
が
要
求
し
て
い
た

内
容
が
反
映
さ
れ
た
と

認
識
す
る
。
ま
た
、
永

年
勤
続
者
に
対
す
る
休

暇
制
度
（
保
存
休
暇
）

の
新
設
や
、
中
型
・
大

型
自
動
車
運
転
免
許
の

取
得
に
係
る
経
費
等
の

負
担
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
が
、
そ
の
他
の

要
求
項
目
で
あ
る
年
間

休
日
の
問
題
や
、
各
種

手
当
て
の
新
設
及
び
増

額
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
毎
月
の

受
診
費
用
及
び
そ
の
時

の
勤
務
の
扱
い
、
契
約

社
員
の
雇
用
の
あ
り
方

等
、
積
み
残
し
た
課
題

が
多
く
あ
る
た
め
、
次

年
度
に
向
け
前
向
き
な

検
討
を
要
請
す
る
。
」

と
強
く
訴
え
、
15
時
に

妥
結
し
た
。
（
交
渉
の

経
緯
等
詳
細
は
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
ニ
ュ
ー
ス
を
参

照
）

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
】

８
月
31
日
の
１
回
目

に
引
き
続
き
９
月
21
日

に
最
終
交
渉
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
交
渉
で
組

合
側
の
主
張
を
強
く
訴

え
る
と
と
も
に
、
折
衝

を
積
み
重
ね
て
き
た
結

果
、
『
デ
ス
ク
手
当
と

技
能
手
当
を
併
給
適
用
』

『
脳
ド
ッ
ク
検
査
費
用

を
一
部
会
社
負
担
』
に

つ
い
て
会
社
側
よ
り
、

組
合
の
要
求
に
沿
っ
た

回
答
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
た
。

交
渉
の
中
で
組
合
は
、

「
組
合
員
は
会
社
を
取

り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ

を
認
識
し
つ
つ
、
日
夜
、

安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
特
に
年
齢
給

や
職
能
給
を
は
じ
め
と

す
る
賃
金
改
善
に
つ
い

て
は
、
要
望
が
強
く
、

次
年
度
に
向
け
前
向
き

な
検
討
を
要
請
す
る
」

と
訴
え
、
16
時
に
妥
結

し
た
。

総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉

妥
結
！

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

◎
半
日
単
位
の
年
次
有
給
休
暇
制
度
の
適
用
範
囲
を
拡
大
！

◎
永
年
勤
続
者
に
対
す
る
休
暇
制
度
（
保
存
休
暇
）
を
新
設
！

◎
中
型
・
大
型
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得
に
係
る
経
費
等
を
負
担
！

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

◎
デ
ス
ク
手
当
と
技
能
手
当
を
併
給
適
用
！

◎
脳
ド
ッ
ク
検
査
費
用
を
一
部
会
社
負
担
！

第
３
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

全
支
部
に
て

大
会
終
了
！

自

動
車

支
部

愛

媛

支

部



行
が
行
わ
れ
た
。

松
下
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
、
運
輸

収
入
の
確
保
、
労
働
環

境
の
改
善
、
政
策
課
題

実
現
の
取
り
組
み
、
組

織
問
題
、
政
治
・
共
闘

の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
考
え
を
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
平
成
24
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全
・

安
定
輸
送
、
今
後
の
組

織
方
針
、
労
働
環
境
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
質
問
や
意

見
が
あ
り
、
執
行
部
の

答
弁
の
後
、
全
体
の
拍

手
を
持
っ
て
採
択
さ
れ
、

最
後
に
松
下
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締

め
く
く
り
、
成
功
裏
に

終
了
し
た
。

香
川
支
部
第
26
回
定

期
大
会
は
、
９
月
９
日

（

日

）

宇
多

津

町

の

「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

瀬
戸
大
橋
」
に
お
い
て
、

代
議
員
、
特
別
代
議
員
、

来
賓
方
々
の
出
席
の
も

と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
か
ら
、

石
井
副
執
行
委
員
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
会
よ
り
大
会

成
立
宣
言
が
行
わ
れ
、

議
長
に
は
高
松
車
掌
区

分
会
の
畠
山
代
議
員
が

選
出
さ
れ
、
円
滑
な
議

事
進
行
が
行
わ
れ
た
。

石
川
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
、
運
輸

収
入
の
確
保
、
政
策
課

題
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
、
組
織
の
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
、
政

治
共
闘
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
考
え
を
述
べ

た
。議

事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
平
成
24
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全

問
題
、
労
働
環
境
問
題
、

組
織
問
題
、
政
策
課
題
、

政
治
共
闘
等
に
つ
い
て

質
問
や
意
見
が
あ
り
、

執
行
部
の
答
弁
の
後
、

全
体
の
拍
手
を
持
っ
て

採
択
さ
れ
、
最
後
に
石

川
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り

成
功
裏
に
終
了
し
た
。

徳
島
支
部
第
26

回
定

期
大
会
は
、
９
月
10
日

（
月
）
徳
島
市
の
「
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
」

に
お
い
て
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
来
賓
方
々

の
出
席
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
30
分
か

ら
、
米
多
副
執
行
委
員

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

資
格
審
査
委
員
会
よ
り

大
会
成
立
宣
言
が
行
わ

れ
、
議
長
に
は
徳
島
運

転
所
分
会
の
前
田
代
議

員
が
選
出
さ
れ
、
円
滑

な
議
事
進
行
が
行
わ
れ

た
。浦

川
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
、
鉄
道

運
輸
収
入
の
確
保
、
労

働
環
境
の
改
善
、
政
策

課
題
実
現
の
取
り
組
み
、

組
織
問
題
、
政
治
・
共

闘
の
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
考
え
を
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
平
成
24
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全
・

安
定
輸
送
、
労
働
環
境

問
題
、
政
治
・
共
闘
の

取
り
組
み
、
組
織
問
題

等
に
つ
い
て
質
問
や
意

見
が
あ
り
、
執
行
部
の

答
弁
の
後
、
全
体
の
拍

手
を
持
っ
て
採
択
さ
れ
、

最
後
に
浦
川
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締

め
く
く
り
、
成
功
裏
に

終
了
し
た
。

分
会
レ
ク
を
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転

区
分
会
は
、
８
月
20
日

か
ら
23
日
ま
で
の
日
程

で
、
善
通
寺
市
の
マ
ッ

ク
ス
ボ
ウ
ル
に
お
い
て
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
誰

で
も
参
加
出
来
る
競
技

と
あ
っ
て
、
４
日
間
で

61

名
も
の
組
合
員
が
参

加
し
、
日
頃
の
成
果
を

発
揮
す
る
者
、
一
発
勝

負
に
賭
け
る
者
な
ど
、

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
の
珍
プ
レ
ー
・

好
プ
レ
ー
に
笑
い
と
歓

声
が
入
り
交
じ
り
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

今
後
も
、
様
々
な
サ
ー

ク
ル
活
動
を
計
画
し
、

組
合
員
の
親
睦
と
組
織

の
充
実
・
強
化
に
結
び

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

岡
本

茂

夏
季
レ
ク
を
開
催
！

松
山
運
転
所
分
会
は
、

８
月
３
日
〜
４
日
の
２

日
間
に
渡
っ
て
、
双
海

潮
風
ふ
れ
あ
い
の
館
に

お
い
て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
日
間
で
、
組
合
員
、

家
族
を
含
め
60

名
も
の

参
加
が
あ
り
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

真
夏
の
日
差
し
の
下
、

釣
り
、
海
水
浴
で
真
っ

黒
に
な
る
ま
で
遊
び
、

夕
方
か
ら
は
日
本
一
の

双
海
の
夕
日
を
観
な
が

ら
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
夜
の
宿

舎
で
は
、
組
合
員
同
士

の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
随
時

企
画
開
催
し
、
１
人
で

も
多
く
の
組
合
員
が
参

加
で
き
る
明
る
く
楽
し

い
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

松
山
運
転
所
分
会

藤
谷

昭
典

香

川

支

部

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
９
月

５
日
、
東
京
都
内
で

「
Ｊ
Ｒ
に
関
わ
る
中
長

期
政
策
課
題
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
発
足
会
議

並
び
に
発
足
式
」
を
盛

大
に
開
催
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
、

Ｐ
Ｔ
）
は
、
Ｊ
Ｒ
が
発

足
し
て
25
年
、
Ｊ
Ｒ
連

合
結
成
20
年
の
節
目
を

迎
え
、
中
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
政
策
立
案
が

必
要
で
あ
る
と
の
認
識

の
下
、
結
成
さ
れ
た
。

発
足
会
議
並
び
に
発

足
式
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
談
会
松
野

頼
久
会
長
（
衆
）
、
榛

葉
賀
津
也
副
会
長
（
参
）
、

伴
野
豊
副
会
長
（
衆
）
、

三
日
月
大
造
事
務
局
長

（
衆
）
、
小
川
淳
也
事

務
局
次
長
（
衆
）
な
ど

10
名
の
国
会
議
員
と
秘

書
５
名
、
国
土
交
通
省

久
保
鉄
道
局
長
、
Ｊ
Ｒ

各
社
経
営
幹
部
に
参
加

い
た
だ
く
と
共
に
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
中
濱
委
員

長
を
は
じ
め
と
す
る
Ｊ

Ｒ
単
組
代
表
者
ら
計
70

名
が
参
加
し
た
。
ま
た

本
Ｐ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
専
修
大
学
太
田
教
授
、

神
戸
大
学
正
司
教
授
、

東
京
女
子
大
学
竹
内
教

授
に
も
参
加
頂
い
た
。

発
足
会
議
の
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て

坪
井
会
長
は
、
「
鉄
道

が
持
続
可
能
な
発
展
を

遂
げ
る
た
め
に
Ｊ
Ｒ
連

合
を
基
軸
と
す
る
政
策

立
案
の
構
築
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

①
三
島
・
貨
物
経
営
安

定
化
②
貨
物
鉄
道
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
③
鉄
道
特

性
活
性
化
の
３
Ｐ
Ｔ
を

設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

国
交
省
、
Ｊ
Ｒ
各
社
、

地
方
自
治
体
等
と
の
連

携
を
強
化
し
な
が
ら
、

中
長
期
的
視
点
に
立
っ

て
産
業
政
策
を
推
進
し

て
い
く
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

続
い
て
、
松
野
会
長

は
、
「
Ｊ
Ｒ
が
発
足
し

て
25
年
経
過
し
た
中
、

三
島
・
貨
物
問
題
を
は

じ
め
残
さ
れ
た
課
題
も

多
い
。
本
Ｐ
Ｔ
で
鉄
道

特
性
を
発
揮
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
発
展
を
遂

げ
ら
れ
る
よ
う
、
将
来

に
む
け
て
の
前
向
き
な

提
言
が
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
Ｐ
Ｔ
ご
と

に
分
科
会
を
開
催
し
、

座
長
に
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会

議
員
懇
談
会
役
員
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
上
記
の

大
学
教
授
に
就
任
し
て

い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合

及
び
単
組
代
表
者
が
構

成
員
と
し
て
参
画
し
な

が
ら
、
１
〜
３
年
の
期

間
で
そ
れ
ぞ
れ
答
申
書

を
ま
と
め
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
は
、
小
川
淳
也
事
務

局
次
長
が
座
長
を
務
め

る
『
三
島
・
貨
物
経
営

安
定
化
Ｐ
Ｔ
』
及
び
三

日
月
大
造
事
務
局
長
が

座
長
を
務
め
る
『
鉄
道

特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ
』
に

所
属
し
Ｊ
Ｒ
四
国
の
経

営
安
定
化
等
に
向
け
取

り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ

た
発
足
式
で
は
、
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
談
会

役
員
か
ら
鉄
道
特
性
を

発
揮
で
き
る
よ
う
な
政

策
立
案
を
期
待
す
る
声

が
発
せ
ら
れ
た
他
、
Ｊ

Ｒ
各
社
経
営
幹
部
か
ら

は
、
中
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
本
Ｐ
Ｔ
へ
の
期

待
の
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
改
め
て
Ｊ

Ｒ
の
代
表
産
別
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
実
現

力
へ
の
期
待
度
の
高
さ

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
中

長
期
的
な
政
策
課
題
の

解
決
に
む
け
て
Ｊ
Ｒ
連

合
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
談
会
と
連
携
を
密

に
し
、
そ
の
課
題
解
決

に
向
け
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

中
長
期
政
策
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
！

徳

島

支

部

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

香

川

支

部

愛

媛

支

部

ＪＲ四国労組
第１回ドッジボール大会

の開催について

日時 １１月１７日（土）９時３０分集合
場所 香川県青年センター体育館

高松市国分寺町国分１００９
℡ 08７-８７４-０７１３

お申込は各支部まで！


